
   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H29.７１ 松が丘保育園 

０ ３ － 5 3 1 8 - 9 1 2 2 

非認知能力と認知能力 

雨が降れば室内で、晴れ間には屋外で、ひたすらに遊ぶ子どもたちです。 

最近、子育て番組や、雑誌などでも多く取り上げられ、知られるようになったことに「遊びの中で育つ非認知

能力」というものがあります。 

「数が解る」「文字が読める」というように IQ で計れる能力のことを「認知能力」といいます。反面、IQ で計

れない力、例えば、「頑張ってやり続けようとする力」や「友達とうまくかかわる力」、「自分の感情をコントロー

ルする力」を非認知能力といいます。 

そして、乳幼児期の過ごし方によって育つ非認知能力こそ、生涯にわたっての幸せにつながるという事が解っ

てきました。非認知能力が高いとその影響で、学力などの認知能力も自然と高くなると言われているのです。 

おとなによって先導された遊びでなく、子ども自らが主体的に遊び、その体験の中から身に着け獲得してゆく

のが非認知能力です。 

遊びを展開してゆく中での発見や工夫の喜びが意欲につながります。子ども同士の関わりの中で経験する意見

の食い違いや認め合いを経験することで人とかかわる力がつきます。そして、生活の中での怒りや悲しみを身近

にいる親や保育者に共感してもらうことで、折り合いをつけていくことや、気持ちの切り替えができるようにな

ります。家庭や保育園で過している今、今こそが本当に大切なのですね。子どもたちの幸せを願い、非認知能力

を育ててゆきたいと思います。 

園長 石井千恵子 

 

７ 月 園 だ よ り 

●職員異動のお知らせ 

異動職員をお知らせいたします。 

  

 

 

 

よろしくお願いいたします。 

あゆみ主任のエピソード 

 今回は２歳児クラスの紹介です。 

ある日のこと。保育室をのぞいてみると、なんとまあ！！ガリバー

のように横たわるＴ保育士の姿がありました。側に寄ってみると、「ち

ゅうしゃ～｣「あーんしてください」「これはおくすりです」などなど。

そうなんです、お医者さんごっこをしていたんです。Ｔ保育士は患者

さんで仰向けになり、口を開けたり、注射をうたれたりと「イタタタ

タ…」と。頭から足の方まで取り囲んでいる子どもたちは、それぞれ

の役割が勿論あるわけでもなく・笑。あっちからもこっちからも治療

が続いて、とうとう起き上がることもできず。Ｔ先生はそのまま入院

と覚悟を決めたのでした。 

 自身の経験を遊びに取り入れる年齢。本当に、面白い一場面でした。 

７月の行事予定 

４（火）プラネタリウム（5 歳） 

    乳児身測 

５（水）幼児身測 

７（金）七夕 

11（火）お話し会（4，5 歳） 

12（水）英語で遊ぼう（幼児） 

13（木）0 歳児健診 

19（水）誕生会（幼児） 

20（木）夏のお楽しみ会 

25（火）アポロ園交流（５歳） 

26（水）英語で遊ぼう（幼児） 

27（木）0 歳児健診 

28（金）避難訓練 

 

●お知らせ 

松が丘保育園は沼袋町会に入っています。 

町内会より盆踊り（夏祭り）のお誘いがありました。週を変 

え、今年も毎週いろいろな神社等で開催されるようです。詳し

くは階段の掲示板に掲示していますのでそちらの方をご覧く

ださい。 

  

 


